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脳に特異的な機能（意識・無意識，予測・推論・記憶，注意，自己・自律性など）を実現する

ためには，計算原理とその実装がノイマン型コンピュータとは本質的に異なる枠組みが必要であ

る．身体的・環境的制約やノイズ・揺らぎがあるからこそ，無限定・動的で不確定な世界に実時

間で対峙するために，これらの特異的な機能が進化的に脳に創発した．この様な脳型情報処理様

式を考える上では，脳と身体は不可分であるため「身体性」を考慮することと，特異的脳機能が，

大規模非線形複雑系である脳全体の「プロセス」として実現されている点に注目することが特に

重要である[1-4]．ここでの「プロセス」とは，過程あるいは方法という意味の他に，意識プロセス

のような，単なる物体や構造ではなく，脳それ全体の機能的特性という意味合いをも含む． 

これらに着目した枠組みの 1 つとして，我々は「ブレインモルフィックコンピューティング

(BMC)[1-4]」を提唱している．BMC の特徴を以下に簡単にまとめる．A) 脳神経系の解剖学的，生

理学的な構造や仕組みを模倣して情報を処理する；B) 物理化学的な「プロセス」「ダイナミクス」

によって情報処理を行う；C) 最新の脳神経科学，特に，意識・無意識などの高次機能の知見を反

映させる；D) 進化的構造と機能や，身体的・環境的制約等を積極的に活用する． 

特に B)では，(1) デバイスの物理的・動力学的性質を直接的に利用して，生物物理をデバイス

物理で模倣・再現することが必要である．また，(2) 複雑性・複雑ダイナミクスを活用し，情報の

豊な表現と，多様で分散した情報の統合とを同時に実現することも重要である．これに加えて，

(3) 不確実性，不均一性，変動，ノイズなどを抑制するのではなく，積極的に利用することが，

flexible, sensitive, dynamic, adaptive な処理と，consistent, robust, stable, invariant な処理とを両立させ

るために肝要である．これらは，現在のデジタルコンピュータの設計思想とは対照的である． 

また，D)においては，「身体性」が重要な要素である．この枠組みとして，脳・身体総合体コン

ピューティング[3-5]を提案した．ここでは，センサやアクチュエータデバイスも脳型にして，BMC

システムの内側に統合することにより，自己などの脳に特異的な機能の発現が期待される． 
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